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は
じ
め
に

つ
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動
車
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況
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そ
の
回
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過
程

二
、
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三
、
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四
、
自
動
車
輸
出
市
場
の
構
造

は
じ
め
に

こ
の
と
こ
ろ
、
日
本
の
自
動
車
産
業
に
お
け
る
そ
の
生
産
と
輸
出
は
、

注
目
さ
れ
て
よ
い
変
り
身
の
速
さ
を
み
せ
て
い
る
。

日
本
の
自
動
車
産
業
は
、
戦
後
、
サ
イ
ク
ル
な
き
一
直
線
の
急
成
長
を

現
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一
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保

田

と
げ
て
、
基
幹
産
業
で
あ
る
鉄
鋼
、
電
機
産
業
に
匹
敵
す
る
規
模
を
と
と

の
え
、
関
連
部
門
を
含
め
る
と
そ
の
年
間
生
産
高
は
日
本
の
製
造
業
が
一

年
間
に
産
出
す
る
総
生
産
額
の
一

O
%台
に
も
達
し
て
、
第
一
位
を
占
め

て
い
る
。

戦
後
日
本
の
自
動
車
産
業
は
万
年
好
況
産
業
と
し
て
、
ウ
ナ
ギ
登
り
の

形
と
も
称
さ
れ
る
急
成
長
の
経
路
を
す
す
ん
で
き
た
が
、
(
そ
う
し
た
生

活
経
路
が
今
日
、
公
害
そ
の
他
の
社
会
的
要
件
と
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
生

み
、
社
会
と
の
緊
張
関
係
を
た
か
め
る
こ
と
と
も
な
っ
た
)
し
か
し
一
九

七
副
年
に
は
戦
後
初
の
「
自
動
車
不
況
」
に
落
ち
込
む
こ
と
と
な
っ
た
。

第
一
図
、
第
二
図
が
示
し
て
い
る
よ
う
な
生
産
と
輸
出
の
状
況
で
あ
り
、

世
界
不
況
の
た
だ
な
か
で
七
五
年
以
降
は
ど
の
よ
う
な
生
活
経
路
を
と
る

九
七



現
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階
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動
車
輸
出
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構
造
(
一
)

f

の
か
、
明
暗
さ

予
ま
ざ
ま
の
観
測

叫
が
だ
さ
れ
て
い

%
た
。

川

し

か

し

七

五

山
年
に
お
け
る
日

町
本
の
自
動
車
産

刷
業
は
、
た
ち
ま

川
町
ち
に
し
て
「
白

川
動
車
不
況
」
か

山
ら
の
回
復
過
程

計
を
辿
る
こ
と
と

叫
な
っ
た
。
不
況

日
を
か
こ
っ
て
い

る
産
業
界
の
な

ー
か
で
昨
七
五
年

の
自
動
車
産
業
の
生
産
実
績
は
史
上
第
二
位
の
六
九
二
万
台
に
の
ぼ
っ

た
。
ま
た
白
動
車
輸
出
の
た
め
の
北
米
市
場
、
欧
州
市
場
の
条
件
は
、
世

界
不
況
の
同
時
性
に
固
く
規
定
さ
れ
た
世
界
的
な
「
白
動
車
不
況
」
の
た

だ
な
か
に
あ
っ
て
、
自
動
車
高
度
成
長
期
に
お
け
る
よ
う
な
輸
出
市
場
の

需
給
関
係
に
は
な
い
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
輸
出
も
ま
た
高
水

準
を
持
続
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

日
本
自
動
車
工
業
会
が
七
六
年
一
月
三

O
日
発
表
し
た
七
五
年
(
一

第 1図主要国生産台数指数 (1961年=100.全車種)
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九
八

十
二
月
)
の
自
動

車
輸
出
台
数
は
二

百
六
十
七
万
七
千

百
十
二
台
で
、
過

去
最
高
の
七
四
年

の
二
百
六
十
一
万

台
を
二
・
コ
一
Mm
上

回
り
、
史
上
最
高

を
記
録
し
て
い

る
。
七
五
年
の
輸

出
台
数
を
車
種
別

に
み
る
と
、
乗
用

車
が
百
八
十
二
万

七
千
二
百
八
十
六

台
で
、
前
年
比
五
・
八
銘
増
、
だ
っ
た
の
に
、
ト
ラ
ッ
ク
は
八
十
三
万
三
千

六
百
七
十
二
台
で
同
四
・
七
銘
減
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
K
D
形
式
で
の

輸
出
は
五
十
三
万
五
千
四
百
二
十
二
台
(
前
年
比
四
・
六
Mm増
)
で
完
成

車
の
伸
び
(
一
・
七
%
増
)
を
上
回
っ
て
お
り
、
各
社
と
も
現
地
生
産
比

率
を
高
め
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
輸
出
金
額
は
車
両
六
十
七
億
ド
ル

弱
、
部
品
四
億
三
千
万
ド
ル
強
の
合
計
七
十
一
億
三
千
四
百
七
十
四
万
ド

ル
に
達
し
、
七
五
年
の
わ
が
国
の
輸
出
総
額
の
一
一
・
八
勿
を
占
め
て
い

る
。
輸
出
台
数
の
仕
向
け
地
別
比
重
で
は
、
中
近
東
が
九
・

O
M
(七
四

年
は
五
・
三
労
)
、
欧
州
が
一
九
・
八
銘
(
同
一
四
・
八
に
増
加
し
て
い

自動車の輸出第2図

+60町百年同期比)



る
の
に
、
北
米
は
三
七
・
五
%
(
同
四
三
・
五
%
〉
、
大
洋
州
は
九
・
四

%
(
同
一
一
・
二
%
)
に
減
退
し
て
い
る
。

ま
た
大
蔵
省
発
表
の
貿
易
統
計
(
通
関
実
績
速
報
〉
に
お
い
て
は
、
自

動
車
輸
出
は
い
わ
ゆ
る
輸
出
御
三
家
の
う
ち
の
船
舶
を
抜
い
て
二
位
と
な

り
、
対
前
年
比
伸
び
率
も
一
八
・
五
Mmを
示
し
て
い
る
。
(
第
一
表
)

第 1表

1975年輸出の商品別上位10品目

(単位100万ドル〕

対前年
比伸び
率(%)
-5.3 
18.5 
7.8 
0.7 
3.6 
-2.5 
3.1 
-17 

寸3.3

21.6 

金額

10，188 
6，195 
6，033 
1，801 
1，367 
1，324 
1，303 
1，157 

998 

873 

。輸出

①鉄鋼
②自動車
③船舶
④金属製品
⑤科学光学機品
⑦ラジオ受信機
⑦合成繊維織物
⑥二輪自動車

①浮プラスチ}

⑬原動機

さ
て
こ
の
ノ

l
ト
で
は
、
現
段
階
の
、
つ
ま
り
「
自
動
車
不
況
」
か
ら

の
回
復
過
程
に
お
け
る
日
本
の
白
動
車
輸
出
が
、
ど
の
よ
う
に
そ
の
輸
出

を
め
ぐ
る
諸
要
素
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
か
を
、
若
干
の
視
点
か
ら

整
理
し
て
み
た
い
。

現
段
階
の
自
動
車
輸
出
の
構
造
(
一
)

十一+

「
自
動
車
不
況
」
と
そ
の
回
復
過
程

七
四
年
の
「
自
動
車
不
況
」
が
日
本
の
自
動
車
産
業
に
と
っ
て
、
戦
後

か
つ
て
な
い
「
不
況
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
杏
定
で
き
な
い
。
し
か
し
そ
の

場
合
、
問
題
は
二
つ
あ
っ
た
。
特
殊
に
「
自
動
車
不
況
」
を
規
定
す
る
も

の
と
し
て
は
、
日
本
の
白
動
車
産
業
部
門
に
内
在
す
る
構
造
的
要
素
が
あ

り
、
ま
た
一
般
的
に
は
「
世
界
不
況
」
そ
の
も
の
を
つ
く
り
だ
し
て
い
る

と
こ
ろ
の
構
造
的
要
素
が
あ
り
、
「
自
動
車
不
況
」
も
こ
れ
に
固
く
規
定

さ
れ
て
発
現
す
る
ほ
か
ほ
な
い
。

さ
し
あ
た
り
「
自
動
車
不
況
」
の
把
握
の
た
め
に
、
そ
の
一
般
的
背
景

か
ら
み
て
い
き
た
い
。
七
四
年
に
先
行
す
ろ
循
環
の
局
面
は
?
ま
ず
六

0
年
代
後
半
の
い
わ
ゆ
る
「
い
ざ
な
ぎ
景
気
」
が
ベ
ト
ナ
ム
の
戦
争
の
拡

大
と
と
も
に
継
続
し
、
ほ
ぼ
五
年
経
過
後
の
七

O
年
秋
か
ら
景
気
後
退
の

局
面
に
入
っ
て
い
き
、
七

0
1七
一
年
の
不
況
期
に
つ
づ
い
て
い
く
。
し

か
し
資
本
主
義
諸
国
は
七
二
年
後
半
か
ら
七
三
年
前
半
に
か
け
て
一
様
に

急
速
な
拡
大
を
遂
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
『
通
商
白
書
』
(
昭
和
四
九
年

版
)
も
い
う
よ
う
に
、
七
三
年
前
半
の
景
気
拡
大
の
テ
ン
ポ
は
各
国
い
ず

れ
も
急
速
で
あ
り
、
各
国
の
景
気
拡
大
が
ほ
ぼ
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
い

た
。
そ
の
各
国
景
気
の
同
時
的
か
つ
急
速
な
拡
大
の
背
景
と
と
も
に
、
第

一
に
、
七
一

J
、
七
二
年
に
か
け
て
各
国
で
と
ら
れ
た
金
融
、
財
政
両
面
に

わ
た
る
積
極
的
な
景
気
刺
激
策
。
第
二
に
、
国
内
政
策
に
お
け
る
国
際
収

支
制
約
の
軽
減
。
ア
メ
リ
カ
の
国
際
収
支
の
大
幅
な
悪
化
と
表
裏
を
な
す

各
国
の
「
国
際
収
支
の
天
井
」
の
高
度
化
i
l
l
そ
れ
に
よ
る
成
長
政
策
の

九
九
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持
続
。
第
三
に
、
六

0
年
代
J
七
0
年
代
を
通
じ
て
、
水
平
分
業
、
資
本

交
流
、
金
融
面
に
お
け
る
一
体
化
等
が
進
展
し
、
各
国
経
済
が
緊
密
度
を

増
し
て
き
で
い
る
結
果
、
各
国
景
気
の
上
昇
局
面
が
貿
易
を
相
互
に
拡
大

し
、
こ
れ
が
相
乗
的
に
作
用
し
て
各
同
景
気
の
拡
大
を
一
層
加
返
し
た
点

が
、
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
七
三
年
後
半
か
ら
今
度
は
一
転
し
て
、
各
国
の
イ
ン
フ
レ
抑

制
、
景
気
過
熱
防
止
の
た
め
の
金
融
引
締
め
政
策
の
効
果
が
次
第
に
現
わ

れ
て
、
ア
メ
リ
カ
、
西
ド
イ
ツ
を
初
め
と
し
て
各
国
景
気
は
ス
ロ
ー
ダ
ウ

ン
の
様
絹
を
深
め
て
き
た
。
こ
の
七
三
年
後
半
か
ら
始
ま
っ
た
今
次
の
世

界
的
不
洗
に
つ
い
て
、
す
で
に
七
四
年
前
半
に
お
い
て
ロ
ン
ド
ン
・
エ
コ

ノ
ミ
ス
ト
誌
は
大
不
況
の
到
来
を
し
ば
し
ば
指
摘
し
て
さ
た
。
「
こ
こ
数

年
末
の
主
要
国
の
景
気
循
環
に
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
(
同
時
化
)
現
象
が
起

こ
っ
て
い
る
。
一
九
四

O
t六
0
年
代
の
よ
う
な
主
要
因
の
景
気
循
環
の

ズ
レ
に
よ
る
世
界
景
気
後
退
の
歯
止
め
効
果
は
、
い
ま
失
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
各
国
か
ら
石
油
代
金
の
支
払
い
等
の
デ
フ
レ
要
因
を
無
視
し

て
、
こ
の
上
さ
ら
に
総
需
要
抑
制
政
策
を
続
け
れ
ば
、
各
国
の
デ
フ
レ
現

象
が
相
乗
的
に
累
積
し
て
世
界
不
況
に
陥
る
こ
と
は
不
可
避
で
あ
る
。
」

と
。
こ
の
よ
う
な
認
識
は
、
そ
の
後
七
四
年
の
後
半
に
入
っ
て
よ
り
一
層

、
世
界
大
不
況
の
緊
切
な
諸
相
の
進
展
の
な
か
に
深
ま
っ
て
き
て
い
た
。

第
二
次
大
戦
後
、
た
だ
ひ
と
す
じ
の
「
成
長
」
の
世
界
的
趨
勢
の
な
か
で

「
循
環
」
の
周
期
性
、
同
時
性
は
否
定
的
な
と
り
あ
っ
か
い
を
受
け
て
き

た
。
だ
が
今
回
の
世
界
大
不
況
論
の
基
盤
た
る
も
の
は
、
う
た
が
い
も
な

く
「
循
環
」
局
面
の
同
時
化
現
象
へ
の
共
通
の
認
識
な
の
で
あ
る
。

一O
O

こ
の
よ
う
な
時
し
ば
し
ば
「
循
環
論
」
の
古
典
と
し
て
想
起
さ
れ
る
ゴ

ン
ド
ラ
チ
ェ
フ
の
「
循
環
」
は
四
八
年
間
か
ら
六

0
年
間
を
局
期
に
し
て

景
気
の
山
か
ら
山
へ
、
谷
か
ら
谷
へ
と
移
行
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
、

今
や
世
界
経
済
は
コ
ン
ド
ラ
チ
ェ
フ
循
環
で
い
う
と
こ
ろ
の
下
降
期
に
入

り
つ
つ
あ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
事
あ
ら
た
に
コ
ン
ド
ラ
チ
ェ
フ
を
も

ち
だ
す
ま
で
も
な
く
本
来
、
資
本
主
義
的
発
展
過
程
は
四
つ
の
局
面
交
替

を
経
過
す
る
世
界
経
済
循
環
と
い
う
姿
勢
を
と
る
。
こ
の
循
環
性
恐
慌
の

も
っ
と
も
身
近
か
で
、
ド
日
ア
ス
テ
ッ
ク
な
経
験
は
、
一
九
二
九
年
の
世
界

恐
慌
で
あ
り
、
世
界
性
、
同
特
性
を
典
型
的
に
表
現
し
た
最
終
の
恐
慌
に

な
っ
た
。
つ
ま
り
そ
れ
以
降
の
三

0
年
代
の
長
期
沈
滞
期
、
そ
し
て
第
二

次
大
戦
後
の
今
日
ま
で
(
戦
後
ア
メ
リ
カ
の
カ
ナ
ダ
を
含
む
四
八

i
四

九
年
に
か
け
て
の
循
環
性
恐
慌
、
そ
し
て
五
三
J
五
四
年
の
ア
メ
リ
カ
の

中
間
恐
慌
、
な
ら
び
に
五
七
J
五
八
年
の
中
間
恐
慌
に
襲
わ
れ
は
し
た

が
)
二
九
年
恐
慌
の
ご
と
き
世
界
恐
慌
に
直
面
す
る
に
は
い
た
ら
な
か
っ

た
。
戦
後
を
通
じ
て
全
般
的
に
は
あ
き
ら
か
に
各
国
「
循
環
」
の
「
す
れ

違
い
」
が
法
則
的
事
実
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
そ
の
よ
う
な
各
国
「
循

環
」
の
ズ
レ
が

l
iア
メ
リ
カ
が
不
況
局
面
の
と
き
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
日

本
が
好
況
局
面
で
あ
る
と
い
っ
た
非
同
時
世
が
1
1
i
相
互
に
カ
バ
ー
し
あ

う
と
い
う
か
た
ち
で
世
界
経
済
の
ト
ー
タ
ル
な
落
ち
込
み
を
ふ
せ
ざ
、
つ

ぎ
の
局
面
へ
の
上
井
力
を
あ
た
え
て
き
た
と
い
え
る
。
戦
後
資
本
主
義
の

生
活
経
路
の
把
握
に
あ
た
っ
て
は
、
循
環
の
局
面
の
す
れ
違
い
に
よ
る
イ

ン
パ
ク
ト
の
鈍
化
か
ら
循
環
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
よ
り
も
「
成
長
」
論
的
ア

プ
ロ
ー
チ
に
主
関
心
が
お
か
れ
た
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
戦
後
「
循
環
」



的
変
動
を
緩
和
し
、
持
続
的
「
成
長
」
の
軌
跡
を
示
し
、
不
況
免
疫
性
を

容
認
さ
せ
よ
う
と
し
た
現
代
資
本
主
義
の
構
造
は
た
し
か
に
戦
前
と
は
異

な
る
構
造
的
変
化
を
と
げ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
変
貌
は
、
む
し
ろ
二
九
年
恐
慌
を
起
点
と
す
る
三

0
年
代
の
構
造

に
す
で
に
原
型
を
あ
た
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
三

0
年
代
の

長
期
的
沈
滞
の
時
代
に
世
界
の
資
本
主
義
的
対
応
は
、
ニ
ュ

l
・
デ
ィ

i

ル
型
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
型
を
と
り
な
が
ら
、
両
者
と
も
に
国
家
権
力
と
独
占

資
本
の
結
合
に
よ
る
体
制
危
機
か
ら
の
脱
出
策
が
追
求
さ
れ
て
き
た
。
こ

の一一一
Q
年
代
の
政
策
体
糸
を
基
盤
と
し
て
形
成
さ
れ
た
の
が
戦
後
の
「
ニ

ュ
l
・
デ
ィ

i
ル
体
制
」
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
の
社
会
経
済
構
造
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
ひ
と
り
ア
メ
リ
カ
に
限
ら
れ
な
い
で
資
本
主
義
各
国
に
共
通

し
て
形
成
さ
れ
た
国
家
独
占
資
本
主
義
の
恒
常
体
制
化
、
国
際
体
制
化
と

し
て
確
立
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
戦
後
「
ニ
ュ

l
・
デ
ィ

l
ル
体
制
」
が
循

環
的
逼
動
、
と
り
わ
け
大
量
失
業
と
物
価
下
降
1

三
0
年
代
的
危
機
の
発

現
を
ふ
せ
い
で
き
た
の
で
あ
る
。

戦
後
資
本
主
義
の
五

0
年
代
、
占
ハ

0
年
代
を
遇
守
す
る
生
活
経
路
の
重
要

な
特
徴
の
一
つ
が
「
循
環
」
の
非
同
時
化
現
象
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ま
ず

現
下
の
一
九
七
一
二
J
七
五
年
の
世
界
不
況
は
各
国
「
循
環
」
の
シ
ン
ク
ロ

ナ
イ
ゼ
イ
シ
ョ
ン
を
回
復
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
っ
た
。
し
か

し
こ
の
同
時
化
現
象
を
と
ら
し
め
る
基
底
的
な
要
因
は
、
決
し
て
「
循
環

論
」
的
な
視
点
で
把
握
し
つ
く
せ
な
い
、
む
し
ろ
構
造
的
な
性
格
を
色
濃

く
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
現
下
の
世
界
不
況
の
性
格
を
ま
ず
ト
ー
タ
ル
に

把
握
し
て
み
よ
う
。

現
段
階
の
自
動
車
輸
出
の
構
造
(
一
〉

今
回
の
先
進
資
本
主
義
各
国
の
不
況
の
、
そ
の
直
楼
的
原
因
は
共
通
す

る
基
本
要
素
が
み
ち
れ
る
。
そ
れ
は
、
イ
ン
フ
レ
抑
制
を
課
題
と
す
る
各

国
政
府
の
総
需
要
抑
制
政
策
に
よ
る
経
済
活
動
の
萎
縮
、
と
り
わ
け
個
人

消
費
需
要
の
急
激
な
減
少
が
、
石
油
危
機
と
と
も
に
大
き
な
契
機
を
な
し

て
い
る
。
各
国
政
府
の
政
策
的
介
入
に
よ
っ
て
、
「
循
環
」
と
無
関
連
に

不
況
局
面
が
政
策
的
に
創
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
ワ
て
こ
の
不
況

は
通
常
の
循
環
的
な
過
剰
生
産
恐
慌
と
ち
が
っ
て
、
そ
れ
に
先
行
す
る
盛

況
期
で
の
全
般
的
な
設
備
投
資
の
過
熱
を
も
っ
て
い
な
い
。
本
来
な
ら
、

先
行
す
る
そ
の
過
熱
の
も
と
で
、
社
会
の
消
費
カ
の
水
準
を
は
る
か
に
上

回
る
過
剰
生
産
設
備
と
過
剰
生
産
物
の
一
般
的
形
成
を
前
提
と
す
る
は
ず

で
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
政
策
不
況
」
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
な
の
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
検
討
の
中
心
は
、
不
況
創
出
に
い
た
る
よ
う
な
政
策
を
と
ら

ざ
る
を
え
な
く
し
て
い
る
そ
の
構
造
を
と
ら
え
る
こ
と
で
あ
る
。

今
回
の
世
界
不
況
の
前
提
を
な
す
も
の
は
、
七

0
年
代
初
頭
に
お
け
る

変
動
相
場
制
の
機
能
を
フ
ル
に
利
用
し
た
各
国
の
成
畏
刺
激
政
策
の
結
果

と
し
て
の
成
長
過
熱
の
ア
ク
セ
レ

l
ト
と
、
そ
れ
が
ま
た
石
油
価
格
の
高

騰
に
加
重
さ
れ
つ
つ
、
悪
性
イ
ン
フ
レ
の
加
速
化
を
も
た
ら
し
て
し
ま
う

法
則
的
運
動
の
な
か
に
あ
る
。
こ
の
悪
性
イ
ン
フ
レ
抑
制
と
い
う
緊
急
課

題
(
体
制
的
危
機
に
つ
な
が
る
程
た
か
ま
っ
た
イ
ン
フ
レ
状
況
)
に
対
応

し
て
う
ち
だ
さ
れ
た
政
策
自
体
に
よ
っ
て
ひ
き
起
さ
れ
た
不
況
、
す
な
わ

ち
「
政
策
不
況
」
に
ぽ
か
な
ら
な
い
。

こ
の
「
政
策
不
況
」
の
前
局
面
を
形
成
す
る
の
は
、
世
界
的
「
成
長
」

日
世
界
イ
ン
フ
レ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ま
ず
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
軍
需
景

。



現
段
階
の
白
動
車
輸
出
の
構
造
(
乙

気
(
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
オ
ー
バ
ー
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
)
|
|
イ
ン
フ
レ
加
速

化
と
な
っ
て
現
れ
、
国
際
的
に
は
ド
ル
の
た
れ
流
し
に
よ
る
過
剰
ド
ル
の

累
積
を
各
国
に
も
た
、
り
し
て
い
た
。
そ
し
て
各
国
は
こ
う
し
た
過
剰
ド
ル

を
土
台
と
し
て
独
自
の
イ
ン
フ
レ
政
策
を
上
積
み
し
、
展
開
し
て
き
た
の

で
あ
っ
た
。
し
か
し
周
知
の
よ
う
に
本
来
、
戦
後
資
本
主
義
の
構
造
に

は
、
イ
ン
フ
レ
は
不
可
欠
の
要
素
と
し
て
内
的
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。

し
か
し
「
成
長
」
に
と
も
な
っ
て
予
定
さ
れ
て
い
る
マ
イ
ル
ド
な
物
価
上

昇
ど
こ
ろ
か
、
制
御
し
え
な
い
年
間
二

O
%を
こ
え
た
悪
性
イ
ン
フ
レ
が

出
現
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
今
や
失
業
(
失
業
の
増
大
は
直
接
的
に

体
制
泡
機
を
も
た
ち
す
)
と
イ
ン
フ
レ
の
二
つ
の
弊
害
を
同
時
に
お
さ
え

て
コ
百
向
度
成
長
」
を
達
成
さ
せ
る
と
い
う
政
策
の
確
立
は
幻
想
と
な
っ

た
。
現
代
資
本
主
義
の
不
況
免
疫
性
は
喪
失
し
た
の
で
あ
る
。
戦
後
の

「
成
長
」
過
程
で
イ
ン
フ
レ
体
質
的
政
策
を
繰
り
返
し
展
開
し
て
き
た
必

然
的
結
果
と
し
て
の
悪
性
イ
ン
フ
レ
で
あ
り
、
そ
の
対
応
策
と
し
て
の
政

策
的
需
要
抑
制
の
実
施
で
あ
り
、
さ
ら
に
ま
た
石
油
価
格
の
一
挙
四
倍
増

と
い
う
他
律
的
要
素
に
よ
る
国
際
収
支
の
悪
化
、
イ
ン
フ
レ
加
重
へ
の
対

応
策
と
し
て
の
政
策
的
需
要
抑
制
の
導
入
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
「
政
策
不

況
」
と
よ
ば
れ
た
も
の
が
こ
の
局
面
の
性
格
な
の
で
あ
る
。

現
下
、
需
要
抑
制
策
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
構
造
が
あ
り
、
ぞ
れ
故
の
不

況
で
あ
る
な
ら
ば
「
構
造
不
況
」
と
も
よ
び
え
よ
う
。
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
構
造
的
に
定
着
し
、
継
続
す
る
他
は
な
い
も
の
と
し
て
戦
後
経
済
体

制
に
内
在
し
、
物
価
上
昇
を
示
し
て
き
た
日
本
経
済
で
あ
る
が
、
七
三
年

i
七
回
年
に
か
け
て
の
イ
ン
フ
レ
の
異
常
な
ス
ピ
ー
ド
は
敗
戦
直
後
の
悪

-
O
二‘

性
イ
ン
フ
レ
期
に
続
く
も
の
が
あ
り
、
ま
さ
に

ρ

狂
乱
u

と
称
し
う
る
も

の
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
期
の
異
常
イ
ン
フ
レ
は
各
国
に
共
通
す
る
構

造
の
う
え
に
同
時
進
行
し
、
世
界
イ
ン
フ
レ
と
し
て
発
現
し
た
。
そ
し
て

各
国
共
通
に
か
な
り
強
力
な
総
需
要
の
抑
制
策
を
展
開
し
、
そ
れ
放
に
共

通
し
た
「
世
界
不
況
」
を
同
時
に
、
体
験
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
さ
に
今
回
の
「
世
界
不
況
」
の
以
上
の
よ
う
な
性
格
を
も
っ
と
も
典

型
的
に
表
現
し
た
も
の
こ
そ
、
世
界
的
な
「
自
動
車
不
況
」
で
あ
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
本
稿
の
は
じ
め
に
、
自
動
車
産
業
の
変
り
身
の
速
さ
、
と
の

べ
た
が
、
正
に
成
長
↓
「
不
況
」
↓
回
復
を
短
期
日
に
や
っ
て
の
け
る
の

で
あ
っ
た
。

周
知
の
よ
う
に
戦
後
日
本
の
自
動
車
生
産
は
、
年
々
急
速
な
伸
長
を
示

し
て
き
た
。
そ
れ
は
た
だ
一
直
線
の
ウ
ナ
ギ
登
り
の
形
と
も
称
さ
れ
る
伸

長
の
生
活
経
路
を
辿
っ
て
き
た
。
ど
の
国
も
景
気
循
環
の
局
面
に
応
じ
て

そ
の
自
動
車
生
産
台
数
も
ジ
グ
ザ
グ
の
生
活
経
路
を
示
し
て
い
る
が
、
ひ

と
り
日
本
の
場
合
は
、
戦
後
の
数
次
の
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
経
過
の
な
か
に

お
い
て
も
、
ゆ
る
ぎ
な
い
戦
略
産
業
と
し
て
一
本
調
子
の
上
昇
を
つ
づ
け

て
き
た
。
ま
た
そ
の
よ
う
な
生
活
経
路
が
、
今
日
、
公
害
そ
の
他
の
社
会

的
要
件
と
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
生
み
、
緊
張
関
係
を
激
化
さ
せ
る
こ
と
と

も
な
っ
た
。

戦
後
日
本
の
経
済
成
長
の
過
程
で
中
軸
的
役
割
を
果
し
て
き
た
の
は
自

動
車
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
に
代
表
さ
れ
る
大
型
耐
久
消
費
財
の
急
成
長
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
ま
た
住
宅
、
レ
ジ
ャ
ー
産
業
の
発
展
が
そ
れ
を
補
完
し
つ

つ
、
基
礎
資
材
産
業
の
拡
大
を
牽
引
し
て
き
た
。
今
日
こ
れ
ら
の
産
業
は



広
範
な
産
業
連
関
性
を
も
っ
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
自
動
車
産
業
は
一
般

に
つ
ぎ
の
理
由
で
、
戦
後
日
本
の
経
済
成
長
過
程
に
お
け
る
最
重
要
の
戦

略
産
業
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
第
一
に
、
白
動
車
が
総
合
工
業

と
し
て
の
性
格
か
ら
、
関
連
産
菜
に
対
す
る
生
産
誘
発
効
果
が
き
わ
め
て

大
き
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
部
門
を
も
含
め
た
広
義
の
自
動

車
関
連
産
業
が
国
民
経
済
に
占
め
る
地
位
は
圧
倒
的
な
大
き
さ
と
い
わ
れ

る
。
(
第
3
図
)
ま
た
第
二
に
、
日
本
の
輸
出
産
業
と
し
て
の
重
要
な
位

置
で
あ
る
。
日
本
の
輸
出
貿
易
に
占
め
る
比
重
、
外
貨
手
取
率
の
高
き
な

ど
改
め
て
多
言
を
要
し
な
い
。

(第
4
図
)
こ
の
日
本
最
大
の
戦

略
産
業
は
、
六

0
年
代
以
降
の
生

産
台
数
の
伸
び
を
み
て
も
明
瞭
の

よ
う
に
、
直
線
的
成
長
、
サ
イ
ク

ル
な
き
構
造
的
伸
長
を
示
し
て
き

た
。
従
来
、
日
本
の
経
済
成
畏
過

程
を
中
断
さ
せ
る
要
因
で
あ
っ
た

国
際
収
支
の
天
井
も
、
労
働
力
不

足
の
天
井
も
、
資
源
不
足
の
天
井

さ
え
も
自
動
車
産
業
は
み
ず
か
ら

が
突
き
あ
た
る
天
井
と
す
る
こ
と

な
く
一
直
線
に
進
ん
で
き
た
。

い
わ
ば
万
年
好
況
産
業
と
い
わ

れ
て
き
た
自
動
車
産
業
(
一
九
五

八
年
、
六
二
年
、
六
五
年
、
七
一

年
が
不
況
年
と
い
わ
れ
る
が
、
そ

の
と
き
で
も
対
前
年
を
畠
上
回
っ

た
〉
が
は
じ
め
て
の
「
自
動
車
不

u動車工業
自動"'部品工主
的動車車体工業

;十617，062

型足並巴
道路旅客運送業 662，877
1且Z各1¥年令j'1!活J、 803，121 
ifi路にイj日干する
サビス1';297，181 

l'J f(出 'l(nrD~ 4，860 
lU ポj>~j~; 33，679 
刊十 1，801，718 

自動車関連産業労働者 4，421，722人
(刊丹1、販売、ごと産)

立主主型i_~里担1

現
段
階
の
自
動
車
輸
出
の
構
造
(
一
)

主笠韮巴
石抽精製主 30，989 

刊滑油グりース製造業 4、283
ガソリンスタンド 193，468
石油即売業 70.75i 

剖 299，497

第3図
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O
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現
段
階
の
自
動
車
輸
出
の
構
造
(
一
)

(収へ)

30 

+ 
自動車

産業別純外貨収支額 (48年)

20 

+ + 
一般機械電気機械

+鉄鋼

10 

ゐ~

純外貨収支額(千億円)

。

第 4図
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四

況
」
を
七
四
J
七
五
年
を
還
じ
て
む
か
え
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
指
標
が

一
般
に
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
筆
者
も
、
そ
の
「
自
動
車
不
況
し
が
い
く
つ
か

仰
の
構
造
的
要
素
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
点
を
指
摘
し
て
き
た
。
(
「
特

た
集
・

λ

タ
グ
フ
ν
l
シ
ョ

γ
下
の
自
動
車
」
『
N
I
S
S
A
N
-
N
F
O
R
M
A
T

--v 
除

I
O
N』
一

O
巻
二
号
)

出
す
な
わ
ち
「
自
動
車
不
況
」
が
構
造
的
な
不
況
で
あ
る
と
い
う
意
味

宵
只刷
出
は
、
現
在
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
構
造
的
に
定
着
し
、
継
続
す
る
他
は

胤
な
い
と
い
う
点
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
各
国
は
共
通
に
強
力
な
総

哨
需
要
抑
制
策
を
展
開
し
、
そ
れ
故
に
共
通
し
た
「
世
界
不
況
」
を
経
験
し

ー
一
た
の
で
あ
り
、
か
つ
総
需
要
抑
制
策
の
展
開
に
も
か
か
わ
ら
ず
イ
ン
フ
レ

閣
は
昂
進
し
つ
づ
け
て
い
る
点
を
重
要
で
あ
る
と
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ

にi

「
イ
ン
フ
レ
下
に
お
い
て
は
白
動
車
需
要
、
家
電
需
要
を
は
乙
め
と
す
る

釦
耐
久
消
費
財
へ
の
需
要
が
減
少
す
る
。
イ
ン
フ
レ
下
の
消
費
財
の
購
入
パ

U

タ

l
ン
の
変
化
は
不
要
不
急
の
支
出
を
急
激
に
削
減
さ
せ
よ
う
。
し
か
も

怖
雌
一
方
、
た
し
か
に
七
四
年
一
一
了
五
月
の
最
悪
期
の
前
年
同
月
比
一
一

5
J四

目
輸

O
M滅
と
い
う
状
態
か
ら
脱
し
つ
つ
あ
る
。
国
内
自
動
車
需
要
は
、
そ
の

限
は
後
も
着
実
に
回
復
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
個
人
需
要
に
加
え
法
人
需
要

説
ほ
も
動
き
つ
つ
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
内
需
回
復
が
基
調
と
な
り
え
た

産
則
の
か
、
販
売
攻
勢
の
結
実
な
の
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
園
内
販
売
の
落
ち

年
外

M
M

純
込
み
は
癒
や
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
と
い
っ
て
も
七
三
年
の

L

2・
四
四
七
万
台
(
乗
用
車
)
の
復
帰
に
は
、
な
お
む
ず
か
し
い
構
造
的
要
因

む
が
立
ち
ふ
さ
い
で
い
よ
う
。
依
然
と
し
て
イ
ン
フ
レ
の
鎮
静
化
が
期
待
し

(
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
広
前
掲
己
四
頁
)
と
主
張
し
て
き
た
。
七
五
年
の
事



態
は
「
構
造
的
要
因
」
の
な
か
に
あ
り
な
が
ら
「
内
需
回
復
」
を
「
基

調
」
と
な
さ
し
め
て
い
る
。
「
回
復
」
ど
こ
ろ
か
七
五
年
二
月
以
降
の
月

間
新
車
登
録
台
数
の
増
加
率
水
準
は
過
去
自
動
車
が
最
も
よ
く
売
れ
た
七

三
年
の
レ
ベ
ル
に
達
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
「
回
復
」
は
い
か
に
果
さ
れ
た
の
か
。
そ
の
背
景
に
は
つ
ぎ
の
よ

う
な
理
由
が
明
瞭
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
に
は
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

以
後
の
度
重
な
る
値
上
げ
、
排
ガ
ス
規
制
に
伴
い
優
遇
税
制
が
実
施
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
買
替
え
時
期
が
き
て
も
買
控
え
を
続
け
て
き
た

ユ
ー
ザ
ー
が
、
や
っ
と
動
き
、
だ
し
た
と
こ
ろ
の
「
繰
り
延
べ
需
要
」
の
発

動
で
あ
り
、
一
方
、
メ
ー
カ
ー
の
側
で
は
、
規
制
は
実
施
に
な
っ
て
も
未

対
策
事
の
生
産
が
許
さ
れ
る

n
猶
予
期
間
中
“
に
で
き
る
限
り
売
っ
て
お

こ
う
と
、
値
引
き
攻
勢
な
ど
で
一
気
に
販
売
強
化
に
踏
み
切
っ
た
と
こ
ろ

の
「
販
売
攻
勢
の
結
実
」
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
か
け
込
み
販
売
」
「
押
し
込
み
販
売
」
の
反
動
で
売
れ

行
き
が
低
下
す
る
局
面
が
到
来
し
た
な
ら
ば
?
そ
の
局
面
で
の
対
策

は
、
衆
院
予
算
委
員
会
で
楢
崎
弥
之
助
氏
に
よ
っ
て
暴
露
さ
れ
た
と
こ
ろ

に
よ
る
と
、
自
粛
さ
れ
て
い
た
は
ず
の
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
が
空
前
の
規
模

で
予
定
さ
れ
、
本
年
か
ら
実
施
さ
れ
る
排
ガ
ス
五
一
年
規
制
の
実
施
猶
予

期
限
が
来
年
二
月
末
ま
で
あ
る
こ
と
を
利
用
し
て
、
限
度
ま
で
安
い
未
対

策
車
を
つ
く
り
、
期
限
切
れ
後
は
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
で
「
販
売
攻
勢
の
結

実
」
を
狙
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
(
朝
日
新
聞
昭
五
一
年
二
月
一
一
日
)

内
需
の
伸
び
悩
み
の
打
開
の
路
と
し
て
残
さ
れ
る
輸
出
市
場
の
期
待
感

は
日
本
の
自
動
車
産
業
に
と
っ
て
き
わ
め
て
大
き
い
も
の
が
あ
っ
た
。
事

現
段
階
の
自
動
車
輸
出
の
構
造
(
一
)

実
、
日
本
の
輸
出
貿
易
全
体
の
伸
び
は
七
三
年
、
七
四
年
と
も
依
然
と
し

て
継
続
し
て
お
り
、
世
界
不
況
の
な
か
で
、
き
わ
だ
っ
て
特
異
な
指
標
を

形
成
さ
せ
て
い
た
。
七
三
年
度
の
輸
出
額
は
約
三
九

O
億
ド
ル
、
前
年
比

で
三
二
Mm増
と
な
っ
た
が
増
加
分
の
ほ
と
ん
ど
は
価
格
上
昇
に
よ
る
も
の

る
、
数
量
べ

i
ス
で
は
四
%
の
微
増
に
と
ど
ま
っ
た
。
七
四
年
度
の
輸
出

は
実
に
総
額
で
五

0
・
五
Mm
も
伸
び
た
が
、
こ
の
う
ち
数
量
的
に
は
こ

O

%
の
増
で
あ
り
、
残
り
三

O
Mは
価
格
上
昇
で
石
油
、
原
材
料
の
高
騰
の

か
な
り
の
部
分
を
、
輪
出
製
品
の
値
上
げ
で
押
し
か
え
し
て
い
る
。
ま
さ

に
世
界
最
高
の
輸
出
増
加
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
輸
出
御
三
家
、
鉄
鋼
、
船

舶
、
自
動
車
を
伸
長
し
、
こ
の
三
品
目
で
輸
出
全
体
の
四
割
近
く
を
占
め

て
い
る
。
こ
の
う
ち
自
動
車
輸
出
は
七
四
年
一
年
間
で
五

O
億
ド
ル
以
上

に
達
し
、
金
額
で
四

O
M台
、
台
数
で
二
五
必
見
当
の
伸
び
を
み
せ
て
い

ザ。。し
か
し
自
動
車
輸
出
の
た
め
の
世
界
市
場
条
件
は
、
か
な
り
む
ず
か
し

い
構
造
的
な
マ
イ
ナ
ス
要
素
を
も
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
白
動
車
輸
出

は
内
需
の
低
迷
期
に
お
い
て
は
、
輸
出
ド
ラ
イ
ブ
が
か
か
っ
て
、
対
外
的

拡
張
を
果
し
て
き
た
。
そ
の
場
合
、
し
た
が
っ
て
内
需
の
減
少
か
ら
無
理

に
押
し
込
ん
だ
分
が
現
地
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
在
庫
と
し
て
残
っ
て
お
り
、
こ

の
た
め
当
分
こ
の
在
庫
調
整
期
間
と
な
る
の
で
当
面
あ
ま
り
伸
び
は
期
待

で
き
な
い
と
い
う
短
期
の
見
透
し
も
で
て
い
た
。
ま
た
七
五
年
当
初
に
お

け
る
「
自
動
車
不
況
」
の
世
界
的
な
同
時
進
行
を
示
す
指
標
と
し
て
し
ば

し
ば
あ
げ
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
自
動
車
産
業
で
は
七
五
年

一
月
の
有
期
限
、
無
期
限
レ
イ
オ
フ
者
は
延
べ
二
四
万
人
強

(
U
A
W
の

一O
五



現
段
階
の
自
動
車
輸
出
の
構
造
(
一
)

総
人
員
七
二
万
八

0
0
0人
の
実
に
三
三
労
)
で
あ
っ
た
し
、
こ
れ
は
五

八
年
不
況
期
は
も
と
よ
り
、
一
九
三
三
年
不
況
期
を
も
上
回
る
失
業
率
だ

と
い
わ
れ
た
。
ま
た
七
五
年
型
車
の
売
れ
行
き
も
不
振
を
き
わ
め
、

G
M

の
七
四
年
十
一
月
の
乗
用
車
販
売
台
数
は
前
年
同
月
比
三
一
四
%
減
、
フ
ォ

ー
ド
三
五
%
減
、
ク
ラ
イ
ス
ラ

i
が
三
六
銘
減
、

A
M
C
が
五
一
%
減
と

い
う
落
ち
込
み
を
記
録
し
て
い
る
。
し
か
も
ア
メ
リ
カ
は
小
型
車
生
産
体

制
へ
と
移
行
し
た
も
の
の
、
逆
に
販
売
面
で
は
小
型
車
の
比
率
が
低
下

し
、
大
型
車
の
上
昇
を
み
た
。
こ
の
た
め
小
型
車
過
剰
、
大
型
車
不
足
ぎ

み
と
い
う
形
で
、
七
四
年
十
一
月
未
当
時
の
在
庫
は

G
M
七
一
日
分
、
フ

ォ
ー
ド
八
四
日
分
、
ク
ラ
イ
ス
ラ

l
一
二
四
日
分
、

A
M
C
一
O
O日
分

と
い
う
戦
後
最
大
の
在
庫
を
か
か
え
る
状
況
が
現
出
し
て
い
た
。
ま
た
人

口
二
億
の
地
域
に
二

O
以
上
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
競
争
を
展
開
し
て
い

る
欧
州
自
動
車
産
業
に
お
け
る
需
要
の
急
減
、
生
産
過
剰
も
深
刻
な
状
況

を
呈
し
て
い
た
。
北
米
市
場
、
欧
州
市
場
そ
の
も
の
の
環
境
は
、
世
界
不

況
の
同
時
性
に
、
と
り
も
な
お
さ
ず
規
定
せ
ら
れ
て
い
る
構
造
的
な
「
白

動
車
不
況
」
の
た
だ
な
か
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
七
五
年
度
の
日

本
車
の
輸
出
の
伸
び
の
実
態
は
第

2
表
に
明
瞭
の
よ
う
に
、
高
い
水
準
を

記
録
し
た
の
で
あ
っ
た
。
日
本
の
自
動
車
産
業
に
お
け
る
生
産
と
輸
出

は
、
先
駆
的
に
「
不
況
」
か
ら
の
回
復
を
と
げ
た
の
で
あ
っ
た
。
〈
第
5

図
)

口
、
自
動
車
輸
出
の
基
本
問
題

不
況
下
に
あ
っ
て
も
高
い
生
産
と
販
売
実
績
を
保
持
し
て
き
た
自
動
車

産輸輸産
業出出業 第2表 75年米国輸入乗用車ランキング
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自動車の生窪と輸出第 5図
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現
段
階
の
自
動
車
輸
出
の
構
造
(
一
)

50 

自
刊
工
業
新
聞
昭
和
五

O
年
三
月
)
の
な
か
に
さ
ぐ
っ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
自
動
車
輸
出
の
見
通
し
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
本
格
的
な
小
型
車
の

生
産
開
始
、
日
本
車
の
価
格
競
争
力
の
低
下
な
ど
で
輸
出
環
境
は
き
び
し

く
な
り
、
世
界
の
輸
出
市
場
に
お
け
る
日
本
車
の
シ
ェ
ア
(
第
3
表
〉
は

現
在
ほ
ぼ
限
界
に
近
づ
い
て
い
る
と
し
、
そ
の
結
果
、
輸
出
の
伸
び
率
を

年
平
均
で
み
る
と
、
昭
和
四
七

1
六
0
年
度
で
年
率
三
・
三
%
程
と
な

り
、
従
来
(
昭
和
四

0
1四
七
年
度
〉
の
二
O
%
程
度
に
比
べ
大
幅
に
低

下
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

C
K
D
輸
出
は
総
輸
出
に
占
め
る
比
率
を

高
め
る
こ
と
と
な
り
、
昭
和
六

0
年
度
で
は
四
O
M
程
度
に
な
る
と
予
測

さ
れ
て
い
る
。
台
数
の
伸
び
率
は
四
七

1
六
0
年
度
で
年
率
一
四
・
七
Mm

と
な
り
、
完
成
車
輸
出
の
二
一
・
三
%
を
は
る
か
に
上
回
る
も
の
と
え
込
ま

れ
て
い
る
。
わ
が
国
の
自
動
車
輸
出
は
、
世
界
の
主
要
自
動
車
輸
出
八
カ

国
の
総
輸
出
台
数
の
一
一
一
・
一
必
を
占
め
、
西
独
の
二
一
ニ
・
九
形
に
次
い

で
世
界
第
二
位
の
自
動
車
輸
出
国
に
成
長
し
て
い
る
。

円
報
告
』
は
従
来
の
自
動
車
輸
出
の
急
速
か
つ
大
幅
な
伸
長
の
理
由
と

し
て
、
簡
潔
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
要
因
を
あ
げ
て
い
る
。

ω日
本
車
の
品

質
、
性
能
が
国
際
的
に
高
い
水
準
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
し
た
こ
と
。
間
価

格
競
争
力
の
優
位
当
初
は
賃
銀
コ
ス
ト
の
比
較
優
位
、
昭
和
四
O
年
以

降
は
生
産
性
、
輸
送
コ
ス
ト
、
原
材
料
コ
ス
ト
の
優
位
。
川
現
地
需
要
へ
の

適
合
l
小
型
車
需
要
へ
の
対
応
、
川
新
規
市
場
へ
の
分
散
化
、
同
主
要
自

動
車
生
産
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
自
動
車
が
国
内
の
イ
ン
フ
レ
に
よ
り
競

争
力
を
低
下
さ
せ
た
こ
と
、
ま
た
円
レ

i
ト
が
長
期
に
わ
た
り
安
定
し
、

日
本
車
の
輸
出
に
有
利
な
条
件
を
あ
た
え
て
き
た
こ
と
、
な
ど
が
あ
げ
ら

49 48 47 46 45 44 43 42 日目41'1

。

。
七



海外市場における日本車のシェア(実績〕

〈単位:万台〉

第 3表

現
段
階
の
自
動
車
輸
出
の
構
造
(
一
)

JI11J山!?iJJj!?1??
22 34 17 3 321 

域

アジア

地

18.1 81 21.1 38 61 20.0 30 13.3 15 中近東
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れ
て
い
る
。

た
し
か
に
以
上
の
よ
う
な
諸
点
が
自
動
車
輸
出
高
度
成
長
を
支
え
て
き

た
要
素
と
い
え
よ
う
。
問
題
は
自
動
車
輸
出
を
め
ぐ
る
現
段
階
の
情
勢
に

は
、
こ
れ
ら
の
要
素
を
あ
や
う
く
す
る
内
外
の
条
件
が
生
じ
て
き
て
い
る

と
す
る
主
張
に
あ
る
。
第
一
に
、
従
来
、
日
本
の
自
動
車
輸
出
の
伸
長
の

大
き
な
要
因
と
な
っ
て
き
た
価
格
競
争
力
が
近
時
急
速
に
減
退
し
つ
つ
あ

る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
賃
銀
上
昇
率
は
近
年
急
激
に
上
昇
し
、
自
動
車
生

産
コ
ス
ト
に
大
き
な
負
担
を
あ
た
え
て
い
る
し
、
さ
ら
に
中
小
企
業
の
多

い
部
品
下
請
部
門
の
賃
銀
コ
ス
ト
の
負
担
も
大
き
く
、
結
果
的
に
自
動
車

の
部
品
価
格
の
上
昇
に
反
映
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
ア
セ
ン
ブ
ル
さ

れ
た
自
動
車
の
価
格
に
は
賃
銀
コ
ス
ト
の
上
昇
は
二
重
の
影
響
を
あ
た
え

て
い
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
価
格
競
争
力
を
あ
た
え
た
高
水
準
の
設
備
投

資
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
も
、
国
内
の
立
地
難
や
投
資
コ
ス
ト
の
上
昇
に

よ
り
従
来
の
よ
う
な
テ
ン
ポ
で
の
拡
張
は
期
待
し
え
な
く
な
り
、
さ
ら
に

国
際
的
な
資
源
価
格
の
高
騰
傾
向
は
、
大
部
分
を
海
外
か
ら
の
資
源
輸
入

に
依
存
す
る
自
動
車
原
材
料
の
大
幅
な
価
格
上
昇
を
も
た
ら
し
て
い
る
と

し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
条
件
の
変
化
は
価
格
競
争
力
の
国
際
比
較

と
い
う
観
点
か
ら
把
握
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
国
際
的
に
ほ
ぼ
共
通
し
て

生
起
し
て
き
た
競
争
条
件
の
変
化
で
あ
り
、
石
油
危
機
も
資
源
危
機
も
イ

ン
フ
レ
の
世
界
的
高
進
も
国
際
比
較
の
た
め
の
い
わ
ば
与
件
を
な
す
も
の

で
あ
る
。
『
報
告
』
で
は
こ
の
点
「
わ
が
国
の
自
動
車
輸
出
が
た
だ
ち
に

相
対
的
な
価
格
競
争
力
を
失
う
わ
け
で
は
な
い
、
し
か
し
な
が
ら
従
来
、

国
際
競
争
力
の
主
な
要
素
が
価
格
競
争
力
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
わ
が



国
自
動
車
輸
出
に
最
も
強
く
影
響
が
め
ら
わ
れ
て
く
る
」
と
し
で
い
る
。

第
二
に
、
わ
が
国
の
環
境
容
量
め
限
界
に
よ
っ
て
世
界
で
最
も
き
び
し

い
公
害
対
策
が
わ
が
国
自
動
車
産
業
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
対

策
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
生
産
さ
れ
る
自
動
車
は
、
経
済
性
の
低
下
、
走

行
怯
能
の
悪
化
な
ど
商
品
性
の
劣
化
が
避
け
、
り
れ
な
い
こ
と
を
強
調
し
て

い
る
。
こ
の
点
な
ど
は
、
排
ガ
ス
五
一
年
度
規
制
な
ど
の
公
害
規
制
を
要

求
さ
れ
て
き
た
こ
と
へ
の
一
種
の
業
界
か
ら
の
言
い
分
を
の
べ
て
い
る
か

に
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
対
策
基
準
」
に
「
適
合
」
す

る
こ
と
が
、
生
産
さ
れ
る
自
動
車
の
経
済
性
、
商
品
性
の
低
下
、
劣
化
を

も
た
ら
す
と
い
う
強
調
だ
け
で
、
い
か
に
「
適
合
」
さ
せ
て
、
社
会
の
真

の
需
要
に
対
応
す
る
自
動
車
を
生
産
さ
せ
る
か
と
い
う
姿
勢
を
ま
っ
た
く

欠
落
せ
し
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
「
適
合
」
は
販
売
市
場
の
需
要
の
形

態
に
対
し
て
も
っ
ぱ
ら
計
ら
れ
る
。
つ
ま
り
自
動
車
の
生
産
は
、
輸
出
向

け
生
産
と
閣
内
向
け
生
産
と
に
分
け
、
輸
出
向
け
の
な
か
で
も
環
境
基
準

の
き
び
し
い
米
国
向
け
と
そ
の
他
地
域
と
に
分
け
て
数
種
類
の
エ
ン
ジ
ン

を
生
産
し
な
い
と
各
地
域
の
需
要
に
応
じ
え
な
い
こ
と
に
な
る
と
し
て
い

る
。
し
か
し
こ
れ
で
は
あ
る
地
域
は
日
本
の
公
害
無
対
策
車
を
送
り
こ
ま

れ
て
、
公
害
を
撒
布
し
な
が
ら
走
り
回
ら
れ
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
か
ね

な
い
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
。
同
日
報
告
』
は
さ
ら
に
「
環
境
対
策
の
水
準

が
高
い
と
い
う
こ
と
は
品
質
、
性
能
の
す
ぐ
れ
た
一
面
と
い
え
る
が
、
環

境
汚
染
の
少
な
い
地
域
に
対
し
て
は
、
公
害
対
策
に
伴
う
品
質
、
性
能
面

の
文
化
は
決
し
て
競
争
上
の
メ
リ
ッ
ト
と
は
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
」

と
主
張
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
公
害
対
策
車
も
「
競
争
上
の
メ
リ
ッ
ト
」

現
段
階
の
自
動
車
輸
出
の
構
造
(
一
〉

の
観
点
か
ら
正
に
そ
の
「
適
合
」
が
判
断
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
し
て
「
環
境
汚
染
の
少
な
い
地
域
に
対
し
て
は
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
東
南
ア
ジ
ア
、
中
南
米
、
ア
フ
リ
カ
を
新
規
市
場
と
し
て
開
拓
す
る

場
合
に
、
「
環
境
汚
染
の
少
な
い
地
域
」
な
ら
な
お
さ
ら
汚
染
を
防
ざ
う

る
臼
本
車
の
輸
出
を
課
題
と
す
る
主
張
が
で
て
こ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

第
三
に
、
従
来
、
わ
が
国
輸
出
車
の
主
力
と
な
っ
て
い
た
小
型
乗
用
車

の
分
野
に
米
国
ビ
ッ
グ
ス
リ
ー
が
参
入
し
、
生
産
を
開
始
す
る
と
と
も

に
、
他
の
生
産
国
と
も
小
型
車
生
産
に
重
点
を
置
く
傾
向
が
顕
著
に
な
り

つ
つ
あ
り
、
日
本
か
ら
そ
の
輸
出
車
種
と
の
直
接
的
な
競
合
関
係
が
今
後

一
層
激
化
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

第
四
に
、
今
日
の
国
際
経
済
の
全
般
を
お
お
う
保
護
主
義
的
気
運
が
、

す
で
に
国
際
的
な
自
動
車
貿
易
に
も
具
体
的
な
形
で
影
響
を
お
よ
ぽ
し
始

め
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
従
来
、
自
動
車
貿
易
は

主
要
な
世
界
的
メ
ー
カ
ー
が
多
国
籍
企
業
で
あ
る
た
め
、
先
進
国
間
で
は

欧
州
め
一
部
を
除
さ
比
較
的
貿
易
制
限
は
少
な
く
、
後
発
生
産
国
に
お
け

る
国
内
生
産
の
保
護
が
自
動
車
全
体
か
ら
み
れ
ば
い
わ
ば
例
外
と
し
て
行

な
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
今
日
の
保
護
主
義
的
な
国
際
的
環
境
の
な
か

で
、
日
本
車
の
輸
入
急
唱
に
対
す
る
先
進
各
国
の
警
戒
の
動
き
ゃ
、
発
展

途
上
国
に
お
け
る
自
動
車
国
産
化
の
推
進
に
よ
っ
て
、
諸
国
の
輸
入
障
壁

が
強
ま
り
、
輸
出
伸
長
に
と
っ
て
困
難
な
局
面
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
、
7
な
自
動
車
輸
出
を
め
ぐ
る
現
段
階
の
諸
問
題
に

つ
い
て
は
節
を
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
こ
こ
で
は
さ
ら

に
日
本
の
自
動
車
産
業
の
海
外
投
資
を
め
ぐ
る
問
題
点
に
つ
い
て
の
『
報

一O
九
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進
出
が
現
地
市
場
で
の
販
売
を
自
的
と
し
た
い
わ
ば
市
場
指
向
型
は
中
心

で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
現
地
ノ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
生
産
は
完
成
車
輸
入
に
対
す

る
高
関
税
ま
た
は
数
量
制
限
の
貿
易
障
壁
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
方
策
と

い
う
こ
と
が
主
な
動
機
で
あ
る
の
に
対
し
、
現
地
で
は
そ
れ
に
よ
る
一
雇
用

機
会
の
増
大
、
関
連
産
業
の
エ
業
化
、
さ
、
り
に
は
第
三
国
市
場
へ
の
完
成

車
輸
出
に
よ
る
貿
易
上
の
メ
リ
ッ
ト
の
獲
得
を
主
眼
と
し
て
い
る
と
と
ろ

に
あ
っ
た
。
こ
の
市
場
指
向
型
か
ら
生
産
拠
点
指
向
へ
の
質
的
転
換
を
な

し
う
る
か
が
課
題
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
海
外
生
産
の
長
い
歴
史
を
も
っ
米

国
、
欧
州
の
自
動
車
産
業
が
最
近
で
は
中
東
産
油
国
な
ど
へ
の
投
資
を
活

発
化
す
る
動
き
を
示
し
、
東
南
ア
ジ
ア
で
も
生
産
力
を
増
大
し
は
じ
め
る

な
ど
「
生
産
市
場
で
の
自
動
車
産
業
の
総
合
力
の
競
争
」
に
お
け
る
わ
が

国
自
動
車
産
業
の
き
び
し
い
試
練
の
段
階
の
到
来
を
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
司
報
告
』
が
七
四
年
と
い
う
「
自
動
車
不
況
」
の
ボ
ト
ム
に
ま
と

め
ら
れ
、
減
速
成
長
を
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
自
動
車
産
業
の
生
活
経

路
の
曲
り
角
に
立
つ
て
の
報
品
目
だ
っ
た
だ
け
に
、
自
動
車
の
生
産
と
輸
出

を
め
ぐ
る
新
し
い
問
題
の
所
在
が
か
な
り
明
瞭
に
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
わ

れ
わ
れ
も
以
下
若
干
の
問
題
U
つ
い
て
立
ち
入
っ
た
検
討
を
加
え
て
み
た

い
。
な
お
『
報
告
』
で
は
今
後
、
自
動
車
生
産
は
完
成
事
ぺ
!
ス
で
年
率

二
・
二
形
台
、

c
k
D
分
を
含
め
て
年
率
三
%
台
と
い
う
き
わ
め
て
低
い

成
長
が
予
想
さ
れ
て
い
た
が
、
さ
ら
に
七
六
年
三
月
四
日
、
産
業
構
造
審

議
会
の
自
動
車
産
業
分
科
会
の
最
新
の
報
告
、
中
期
的
に
み
た
自
動
車
産

業
の
あ
り
方
で
は
今
後
の
自
動
車
生
産
は
年
平
均
二
・
八
%
(
う
ち
完
成

車
一
・
七

M3
と
い
う
微
成
長
に
転
じ
る
見
通
し
を
う
ち
だ
し
て
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